
経営目標 重点目標 班 担当 具体的な取組 評価項目 項目別評価 達成状況 改善に向けて

・　学習習慣の確立と基礎
　的・基本的な知識・技能
　の確実な習得
・　自己教育力を培う役割
　を担う学校図書館の活用

1
伊藤
辻

福重

①　授業や朝の学習タイムでの基礎的・基本的な知識・技能の確
　実な習得の指導を工夫する。
②　個に応じた家庭学習の習慣づけを行う。
③　漢字・計算コンクールを実施して、基礎学力の確認をし、個
　に応じた指導をする。
④　朝の読書や読書週間を通して、たくさんの本を読むように指
　導する。
⑤　調べ学習等で、図書室や学習室を活用した指導を行う。

①　授業や朝の学習タイムでの基礎的・基本的な知識・
　技能の確実な習得の指導を工夫したか。
②　個に応じた家庭学習の習慣づけができたか。
③　漢字・計算コンクールを実施して、基礎学力の確認
　をし、個に応じた指導を行ったか。
④　朝の読書や読書週間を通して、たくさんの本を読む
　ように指導したか。
⑤　調べ学習等で、図書室や学習室を活用するように指
　導したか。

児童
②３．２
②３．２
③３．４
④３．２
⑤２．７
保護者
②２．６
①③３．１
④２．６
教職員
①３．１
②２．８
③３．１
④３．４
⑤２．７

　おおむね、基礎学力の定着に向けて、取り組めている。
　家庭学習については、児童は「進んで取り組むことができた」と回答
しているが、教職員や保護者の家庭学習に対する評価は高くはない。
　漢字・計算コンクールに向けて、多くの児童ががんばって取り組んで
いることが分かる。教員間で、コンクールの位置づけにずれがあること
が分かった。
　朝学習や読書週間を通して、たくさんの本を読むことはできている。
一方で、分からないことがあったときに本で調べる、という活動があま
りできていないと感じる。
　学習で図書室を利用した時間は、１年間で平均６．３回であることか
らも、本を利用した学習は少ないことが分かる。
【参考】漢字コンクール８０点以上　平均59.8％
　　　　計算コンクール８０点以上　平均53.5％
　　　　多読賞※週１冊程度の貸し出し（１月末時点）約40％達成
        授業での図書室利用回数　学習6.36回　読書7.64回
　　　　家庭学習アンケート「学習習慣」３．３（＋0.38）
　　　　　※9月と3月に実施「自己学習力」３．１（＋0.34）
　　　　　　　　　　　　　「自律心」３．４（＋0.15）
　　　　　　　　　　　　　「自己コントロール力」３．３（＋0.25）

　家庭学習でばっちりメニューやわくわくメニューに取り組
むようになり、自分に合った学習方法を見つけられるように
なったので、様々な学習方法を児童に伝えていきたい。
　コンクールの位置づけを「がんばって勉強したら賞がとれ
た」「勉強の成果が出た」と児童の自己肯定感を高めさせる
ものであると再確認していく。
　図書のフォルダには、図書室の本で授業に関係する本の一
覧表があるので、その表を確認しながら、本を使った調べ学
習に取り組んでいきたい。

・主体的・対話的で深い学
　びの実現に向けた授業改
　善
　※「聴き合い、学び合
　　う」活動
　※「つなぐ」「もどす」
　　ことで対話をつくる教
　　師の役割
　※自己選択のある授業
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花谷
伊藤
鷲澤

①　学びの質を深めるような働きかけを教師が行う。
②　「分からないから教えて」と言える学級作りを基盤に、考え
　を聴き合う場の設定をする。
③　めあてに向かった児童の小さな気付きや発言等をクラス全体
　につないだり、前時までの学習とつないだりする授業の展開を
　行う。
④　単元を見通して自己選択をする場面をつくる。

①　学びの質を深めるような働きかけを教師が行うこと
　ができたか。
②　分からないことを聴いたり、考えを伝え合ったりさ
　せることができたか。
③　児童の気付きや発言等をクラス全体につないだり、
　前時までの学習をつないだりする授業を行うことがで
　きたか。
④　自己選択をする場面を指導過程に設定することがで
　きたか。

児童
①３．１
①３．１
②３．３
保護者
①２．４
教職員
①３．１
②２．９
③２．９
④２．６

　「どうして」「なぜ」と教師が意識して言葉がけをしたり、タブレッ
トの「ロイロノート」で考えを共有させたりして、自己の考えを深めさ
せる取組をした。
　学びの主体性を育むために、習熟の問題や問題数を自己選択させるこ
とを意識した教師が多かった。音楽や体育での発表の際に、楽器や技を
話し合って選択させる事例もあった。
　「自ら進んで勉強しているか」の項目は、児童と保護者の間で評価が
異なり、保護者の評価が低い。
　自己選択の場面を設定する評価は高くない。自己選択の場面を設定す
る授業を教師間で共有し、児童が自ら進んで学習ができるような教員の
力量向上が求められる。

　学校での学習から家庭でも学びたいと思うことを見つけ自
ら意欲的に学習していけるように働きかけていく必要があ
る。
　児童が安心して分からないことを聞いたり、考えを伝え
合ったりする環境をつくり、児童同士がコミュニケーション
をとることができるように働きかけていきたい。
　児童の発言をつなげられるような教師の言葉を蓄積し、教
師間で共有していきたい。
　自己選択させることは、児童自身に自分の学びを振り返さ
せ、さらに学ぶ意欲の向上につながると考えられるので、ど
のような学習活動で取り入れられるのか工夫する。簡単な自
己選択の場面を設定することから児童の実態に合わせて無理
なく進めていく。

・タブレット端末の活用や
　体験活動の充実を支えに
　した授業展開の工夫
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佐藤
佐野
宮外
鷲澤

①　各教科の課題や目的に応じて、タブレット端末を適切に活用
　した授業を行う。
②　タブレット端末では得ることが難しい体験活動を充実させ
　る。

①　各教科の課題や目的に応じて、タブレット端末を適
　切に活用した授業を行うことができたか。
②　体験活動を充実させることができたか。

児童
①３．６
②３．７
保護者
①３．２
教職員
①３．１
②２．８

　教員の評価や記述回答から、どの教科でもタブレット端末を有効に活
用した授業を行っていることが分かる。そして、児童の評価からも、学
びやすさにつながっていることが読み取れる。図工の鑑賞や道徳や国語
等での考えの共有での活用が効果的であったという職員の意見が多かっ
た。しかし、今年度は授業参観を１時間しか行えず、保護者にその様子
を伝えることができなかったため、保護者の評価は児童より低い。
　見たり、体験したりする活動は児童にとって確かな学びにつながって
いることが読み取れる。算数の１㎤と1㎥を実際に作って体感したり、
伝統工芸の七宝焼きを体験したり、サツマイモを育て収穫し調理したり
する活動は児童の実感を伴った学びにつながった。しかし、教職員の評
価が低い。これは、コロナ禍のため体験活動に制限があったからだと考
えられる。

　児童の学びの様子をホームページなどで発信し、保護者に
知らせていくことも大切である。
　今後も制限された中で実施できることを模索していく必要
がある。

・多面的・多角的に考えて
　議論する道徳科の充実
　※自我関与させる発問の
　　工夫
　※道徳的成長を見取った
　　評価
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藤井大

角
土井

①　各教科や総合的な学習の時間、特別活動との関連を図りなが
　ら、主題の配列を工夫し、計画的に指導する。
②　教材から感じたことや考えたことを文章でまとめ、話し合い
　により異なる感じ方や考え方に接し、協働的に議論する活動を
　取り入れる。
③　問題解決的な学習を取り入れる。そこでは問題場面について
　の児童自身の考えの根拠を問う発問や、実際の自分に当てはめ
　て考えることを促す発問等を工夫し、主体的に解決するための
　資質・能力を養う。
④　児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握す
　るために、「道徳ファイル」を作成し、ワークシートや振り返
　りカードを綴る。

①　各教科や総合的な学習の時間、特別活動との関連を
　考慮して、道徳の授業を計画的に行うことができた
　か。
②　児童が教材から感じたことや考えたことを文章にま
　とめることができたか。また、まとめたことをもとに
　話し合い、異なる感じ方や考え方に接し、自己の生き
　方についての考えを深めることができたか。
③　児童が問題場面を実際の自分に当てはめて考えるこ
　とができたか。児童の道徳的判断力を高めることがで
　きたか。
④　道徳ファイルを活用して、児童の学習状況や道徳性
　に係る成長の様子を把握し、指導に生かすことができ
　たか。

児童
②３．４
③３．４
②③３．１
教職員
①２．９
②２．７
③２．７
④２．５

　他の教科との関連付けは、計画的に行った部分もあるが、行事などと
の関連付けはコロナの影響で難しかった。
　児童自身の考えの根拠を問う発問や、実際の自分に当てはめて考える
ことを促す発問等を工夫した。自分の考えを書くことを継続したり、役
割演技を取り入れたりすることで、自分の考えを表現できるようになっ
てきた事例もある。しかし、課題としては、児童の振り返りの中には、
教材から発展して自分事として考えられていないものもあることであ
る。
　道徳ファイルを使用し、児童の考えの蓄積はきちんとしているが、変
容を見取ることはなかなか難しい。

　児童の発言をある程度予想した上で授業を展開し、児童の
発言をさまざまな視点から考えられるようにできる教員の力
量向上が求められる。そのための一つとして、道徳科の授業
を公開し合う機会を設けたい。
　道徳科で考えたことを実生活に生かせるよう、教材を学ぶ
のではなく、教材をきっかけとし、自己を振り返らせるよう
な発問等の工夫が必要である。
　同じようなテーマをどのタイミングで指導するのか、計画
的に実施することが変容を見取る方法の一つだと考える。
ワークシートを４項目に分類しながらファイリングし、学期
ごとに蓄積したワークシートを見返して、今の自分と照らし
合わせる時間も設定していきたい。

・思いやりや感謝の心、自
　己有用感を育む児童主体
　の活動の実施
　※児童会活動や縦割り班
　　活動の充実

5
辻

藤井大
廣下

①　「企画運営委員会」を中心に、異学年交流の全体集会を企画
　・運営し、縦のつながりが深まる活動を工夫する。
②　他学年との交流を行う。
③　縦割り班を編成し、清掃や集会、読み聞かせ等の活動を行い
　高学年に役割をもたせる。
④　縦割り掃除の反省会では改善点を話し合うだけでなく、掃除
　を通してお互いを認め合う言葉を伝える活動を取り入れる。
⑤　「ありがとうの木」の活動を通して、感謝の気持ちをメッ
　セージカードに書き、東西の昇降口に掲示する。

①②　集会や行事、縦割り班活動等を通して、異学年と
　の心のつながりをもたせられたか。
③　集会や行事、縦割り班活動等を通して、児童の自己
　有用感を高めることができたか。
④⑤　日常生活や縦割り班の活動、「ありがとうの木」
　を通して、思いやりや感謝の心を育むことができた
　か。

児童
①②３．４
③⑤３．２
④２．８
教職員
①②３．４
③⑤３．０
④３．２

　異学年との心のつながりについては、児童・教職員ともに３．４の評
価を得ており、コロナ禍だから実施しないではなく、できることを考え
て実施した成果であると考える。年２回のなかよし集会では、学年の縦
割りで２部制にしたり、縦割り班を２グループに分けたりして、活動を
工夫することで異学年の交流を図ることができた。
　自己有用感を育むために、縦割り清掃の反省会でお互いのがんばりを
認め合う活動を設けた。初めのうちは発表できなかった児童も高学年や
他の児童が発表する姿を見て、自分のがんばったところを探して発表が
できるようになり、周りから認められることで自己有用感が高まってき
た。しかし、評価を見ると「あまり」「ぜんぜん」と答えた児童が４割
おり、全体ではまだまだ伝える活動ができていないと感じる。

　異学年との心のつながりを深めさせるために、今後も状況
に応じて、計画を工夫した異学年交流を実施していきたい。
　縦割り活動だけでなく、児童会活動全体で児童主体の活動
を工夫し充実させることで、自己有用感を高めさせていきた
い。

・気持ちのよいあいさつ、
　返事の励行
・児童の心に寄り添った多
　様な教育相談活動の実施

〇元気でたくましい
子（健やかな体）

・いじめ・不登校の未然防
　止と早期発見・早期対応

　あいさつについては、児童と保護者の間で評価の違いが大きい。あい
さつウィーク実施時の児童の振り返りを見ても、「通学団の集合場所」
「地域の人」の項目は、他と比べると自己評価が低い。特に、高学年の
意識を高めることが大切だと考える。保護者も集合場所での様子を見て
いるからなのか、毎年児童の評価より低い結果になっている。
　教職員アンケート③３.４とあるように、児童の名前と顔が一致する
よう意識する職員が増えた。
　学年の職員間で様々な課題を共有したり、生徒指導担当等とも相談し
たりして、対応することができた。会議では、事例を挙げて話し合う
ケース会議を行い、自分の指導の参考にすることができた。
【参考】あのねBOX利用者数18名（12/20現在）
　　　　教育相談アンケートを通してのSCとの面談数22名(2/10現在）
　　　　担任以外との面談数(４名)
　　　　あいさつウィーク自己評価８０％以上　１学期５８％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２学期５７％

　来年度は、アンケート項目を児童は「先生や友達」「地
域」、保護者は「家庭」「地域」と分けることで、より詳し
くあいさつに対する意識を確認したい。
　来年度は、児童の顔を覚えられるように写真を利用するな
ど、工夫したい。
　担任や学年だけで課題を抱え込まず、学校全体で対応する
ために、各種会議において具体的な対応策等を話し合う機会
を設ける。

○進んで学ぶ子（確
かな学力）の育成

令和３年度　学校評価自己評価書（豊山町立志水小学校）
　学校教育目標　　…　力いっぱいがんばる子の育成

　めざす児童像　　…　進んで学ぶ子　仲よく助け合う子　元気でたくましい子

　めざす教職員像　…　子どもを大切にする教職員　学び続ける教職員　協働する教職員

経営理念

【評価基準】４…十分達成できた、３…ほぼ達成できた、２…あまり達成できなかった、１…全く達成できなかった　

〇仲よく助け合う子
（豊かな心）の育成
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藤井良
伏見
廣下

①　代表委員会のメンバーで『学校見守り隊』を結成し、月２回
　程度、挨拶運動を行う。また、『あいさつウィーク』を年３回
　設けて、意識的に挨拶をする期間を設ける。
②　学校外で保護者や地域の方にも挨拶ができるよう、学級・学
　年で指導をする。
③　教職員は１人でも多くの児童の名前と顔を一致させ、児童の
　安心感を高めるとともに、いじめなどの問題が児童から訴えや
　すい環境を学校全体で作る。
④　いじめに関するアンケートや教育相談、チャンス面談の実施
　やあのねボックスを設置する。児童の不安感や困り感を教職員
　が把握し、いじめや不登校を未然に防止するために活用してい
　く。
⑤　担任は、１日の生活の中でクラスの児童全員と言葉のやり取
　りをする。担任以外は、あいさつ等を通して児童とコミュニ
　ケーションを取る。

①②　児童は、進んで挨拶・会釈をすることができた
　か。
④　児童が安心して学校生活を送ることができたか。
③⑤　毎日、児童とコミュニケーションを取ることがで
　きたか。

児童
①②３．４
③④⑤３．４

保護者
①②３．１
③④⑤３．３
教職員
①②３．４
③３．４
④３．７
⑤３．５

資料１



経営目標 重点目標 班 担当 具体的な取組 評価項目 項目別評価 達成状況 改善に向けて

【評価基準】４…十分達成できた、３…ほぼ達成できた、２…あまり達成できなかった、１…全く達成できなかった　

〇元気でたくましい
子（健やかな体）

・健康な生活習慣づくりと
　食育の推進
・体育的な行事・活動の充
　実
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宮外
角

伏見
林

①　身体測定や保健の授業において、心の健康に関する指導を継
　続して行い、レジリエンスの向上を図る。
②　元気アップカードや食育指導を通して、規則正しい生活習慣
　とバランスのよい食習慣の定着を図る。
③　ランニングカードを活用して、志水っ子ランニングや休み時
　間、体育の授業を行い、運動習慣の定着を図る。
④　なわとび運動では、長なわ・短なわ集会を実施する。また、
　なわとびカードを活用する。

①　レジリエンスを高めることができたか。
②　元気アップカードや食育指導を通して、バランスよ
　く食事をとることができたか。
③　ランニングがんばりカードを通して、進んで運動に
　親しむことができたか。
④　目標を意識してなわとび運動に取り組むことができ
　たか。

児童
①3.2
②3.5
②3.4
④3.0
保護者
①3.2
②2.8
②2.8
④2.8
教職員
①3.1
②3.4
②3.2
②3.3
④3.0

　「こころのけんこうだより」を通して、自分のよいところに気付いた
児童やお子さんのよさに気付いた保護者が多数いた。
　規則正しい生活習慣について、児童の意識は高まったが、保護者は実
践できていないと感じていることが分かった。
　児童・職員ともになわとびカードの活用をして、取り組むことができ
たと感じる。今年度は、体育で「〇分間チャレンジ」に継続して取り組
み、体力向上につながった。
　なわとびカードやマラソンカードを活用することで、児童の意欲が高
まり休み時間の取組にもつながった。
【参考】長なわ８の字跳び　学級最高記録
　　　　・低学年の部　１１４回
　　　　・中学年の部　１７３回
　　　　・高学年の部　２３０回
　　　　レジリエンスにかかわるアンケート結果より
　　　　「立ち向かう力」平均80.4％（R元年度より＋6.3）
　　　　「助けを求める力」平均79.5％(R元年度より＋8.1）
　　　　「気持ちを切り替える力」平均64.0％（R元年度より＋5.7）

　今後も、自分のよさを認め、周りの人のよさも認めていけ
るように保健指導をしていきたい。
　来年度は、元気アップカードをさらに活用し、規則正しい
生活習慣に対する児童の意欲を高めるとともに、学校以外の
場での体力の向上にも目を向けさせたい。
　家庭でも食事のマナーを意識して食べることができるよう
に、働きかけをしていきたい。
　なわとびカードやマラソンカードなどの学校の取組を、家
庭にもつなげていけるような工夫をしていきたい。

○開かれた信頼され
る学校づくり

・地域のボランティア、ゲ
　ストティーチャーの意図
　的・計画的な活用と教育
　的効果の検証
・家庭や地域の声を生かし
　た有効な学校評価の実施
　と学校改善
・学校公開の充実とホーム
　ページ、学年だより等を
　活用した情報発信
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①　教科の学習内容に沿った出前講座、地域や家庭からのボラン
　ティアを活用するよう計画を立てる。
②　事前打合せを行い、本時のねらいを明確にするとともに、事
　後の評価をし次年度への記録を残す。
③　前年度実施アンケートの意見を生かすとともに、学校教育目
　標・重点目標に基づき、班ごとの取組を計画的に行う。
④　自己評価書を公開し、学校評議員会・学校関係者評価委員会
　での意見を反映して評価結果をまとめる。次年度に向けた改善
　方策を全教職員で具体的に検討する機会を設ける。
⑤　地域や保護者の方が学校を訪れる機会を状況に応じて設け、
　授業の様子を公開する。
⑥　学年便りや保健便りを月１回、必要に応じてその他の便り等
　を発行し、学校の取組について情報発信をする。ホームページ
　を随時更新し、児童の様子を知らせる。

①　地域や外部ボランティア、ゲストティーチャーを活
　用することにより、学習内容の充実が図れたか。
②　本時のねらいが明確にするとともに、事後評価し次
　年度に向けて記録を残したか。
③　学校評価の取組を計画的に行い、学校教育目標・重
　点目標に基づいた「具体的な取組」について実践する
　ことができたか。
④　全職員で具体的に検討して、自己評価書をまとめる
　ことができたか。
⑤　地域や保護者の方に、学校公開を行うことができた
　か。
⑥　ホームページや便りを活用し、学校の取組や児童の
　様子を知らせることができたか。

保護者
⑥２．９
⑥２．０
教職員
①２．５
②２．５
③２．７
⑤２．９
⑥３．０

　感染症拡大防止対策のため、外部講師を招いての出前講座を実施する
ことが難しかった。
【出前講座】
３年（自転車教室・人権教室）４年（福祉実践教室・情報モラル）、
５・６年（保護者による仕事の話）、６年（地元企業に学ぶキャリア教
育・租税教室）、環境委員会（動物ふれあい教室）、２・６年（山村氏
による読み聞かせ）全学年（読み聞かせ･どんぐり読書会）
　今年度も運動参観日と授業参観の２時間だけで参観者も限られた人数
での公開しか実施できなかったため、各種便りや学校新聞、ホームペー
ジ等を通して、子どもの様子や学校の取組を発信に努めた。しかし、
ホームページの記事内容に偏りがあり学校の取組を十分に発信すること
ができなかった。
　重点目標や具体的な取組を意識して教育活動に取り組んでいると回答
した職員が昨年度より減少している。
　ホームページで「学校評価自己評価書」を読んでいる保護者は約３割
であった。本年度も、ＰＴＡ総会・学年懇談会が中止となったため、保
護者に本校の教育目標及び重点目標を直接伝えることができなかった。
【参考】学年だより年１２回発行　保健だより年１７回発行
        校長室だより年１１回発行
　　　　ホームページ記事数　245件／173日（1月31日現在）

　今年度中止とした出前講座等も、教育課程の中で有用性の
あるものについては実施していきたい。「出前講座一覧表」
に、次年度に向けての評価を記録し引き継いでいきたい。
　重点目標に基づいた「具体的な取組」について意見交流を
図ったことを学級経営案に生かしていく。自己評価書につい
ての話し合いを年間を通して継続的に行う。
　学校公開については、来年度も感染症拡大防止対策をとる
必要があり、実施方法を工夫する必要がある。
　本校の教育目標及び重点目標について、それらに沿った取
組をホームページで定期的に発信することで、保護者に伝え
ていきたい。

〇教職員の資質向上

・ＯＪＴによる効果的・効
　率的な研修
・現職研修の充実と教員同
　士の授業参観による主体
　的交流
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①　学年間や担当者間で情報を共有し、よりよい学校づくりに向
　けた取組を考え、実践する。
②　授業研究を計画に沿って行い、授業力向上のため、他学級の
　授業を参観する機会を設ける。
③　各部会で研究授業を実施し、指導案を基に、ＩＣＴの活用や
　授業における工夫、評価方法等を共有し、自らの資質・能力の
　向上を図る。

①　学年間や担当者間で情報を共有し、よりよい学校づ
 くりに向けた取組を考え、実践することができたか。
②　授業研究を計画に沿って行い、授業力向上のため、
　他学級の授業を参観する機会を設けることができた
　か。
③　各部会で研究授業を実施し、指導案を基に、ＩＣＴ
　の活用や授業における工夫、評価方法等を共有し、自
　らの資質・能力の向上を図ることができたか。

教職員
①３.３
②２.９
③３.１

　学年間や担当者間での情報交換は、日頃から行われている。さまざま
な取組は、簡素化したり、別の内容に変更したりし感染症対策を講じ
て、実践することができた。
　研究授業以外でも、他学級の授業を参観する機会をもった方は多くい
た。道徳科の授業を参観したいと希望をもつ教員はいるが、自ら参観の
機会をつくることは難しいと感じているようである。
　各部会における指導案の検討・研究授業に参加し、ＩＣＴの活用や授
業における工夫などについて多くの教員が資質向上を図る機会を持つこ
とができた。しかし、現職教育のテーマに沿った外部講師の講義を行う
ことが十分でなかった。
【参考】授業研究：１年音楽、算数・３年道徳・４年算数
　　　　　　　　　５年道徳、算数
　　　　授業見学：１回…２名　３回…１名　４回…３名
　　　　　　　　　６回…２名　１０回…２名

　来年度は、今年度より参観の機会を多く設定したり、他学
年の授業を参観する機会を増やす工夫をしたりして、授業力
向上に努めたい。
　教職員のニーズや情報収集を教務主任がしっかり行い、現
職教育のテーマに生かせるような講義を計画的に予定した
り、先進校の情報や研修会の情報を教職員に知らせたりし
て、教師力の向上が図れるようにしていきたい。

〇業務改善に向けた
職場環境の整備

・分掌の明確化と協力し合
　える体制づくり
・業務の精選
　※評価項目については勤
　　務時間管理の状況等を
　　含む
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①　「学校」が有する仕事を明確にし、適正に分担する。負担感
　を抱える教職員が「困っている」ことを発信できるように、日
　日のコミュニケーションを大切にする。
②　教職員が対話できる時間、場を創り出す。
③　報告・連絡・相談を、学年間、担当者間等で確実に行い、共
　通理解の下、チームで事にあたる。
④　さまざまな角度から業務精選について話し合ったことを、で
　きることから順次実行し、勤務時間の削減を図る。

①　協力し合える体制が築けたか。
②　教職員が対話できる時間や場の設定ができたか。
③　報告・連絡・相談体制が機能し、チームで事にあた
　ることができたか。
④　業務の精選が進み、勤務時間を削減することができ
　たか。

教職員
①２.８
②３.１
③３.２
④２.７

　「校務分掌が適正に分担され、協力し合える体制を築くことができた
か」に対する職員の意識は、昨年度と変わらず２.８であった。「ぜん
ぜん」「あまり」と答えた職員が２１人中５人であった。様々な事情を
抱える職員を助け合えるような体制づくりを心がけたが、負担感を抱え
る職員に対して支援が十分ではなかったと言える。
　業務改善に向けた職場環境の整備が進んでいないと考える職員がい
る。数年前に比べ、在校時間の短縮や休暇等の取得が進んだり、学年だ
よりの裏面の統一、通知表の簡素化、用務員による施錠等により教員が
児童の指導に時間をかけられるように進めたりしてきたが、十分とは言
えない。
　「チームで事にあたることができている」と考える職員は多数いる
が、２人は課題を感じている。

　町講師のサポートに助けられることが多いが、町講師の勤
務時間に対する配慮に欠けていた。業務内容を見直す必要が
ある。
　来年度は、登校時刻を見直し、児童の安全に配慮するとと
もに、職員の終業時刻が早まることに対する様々な調整が必
要となる。
　不登校傾向や別室対応の児童に対する職員全体の共通理解
を図り、具体的な支援に取り組む。

学校関係者評価（その他の意見・改善策等）

＜挨拶について＞
・地域の方への挨拶は、子どもたちは声をかけてよいのかいけないのか分からないのではないか。
・あいさつウィークには、普段より特に上級生がよく挨拶してくれる。普段は目があっても挨拶をしてくれない子がいる。大人
でも挨拶が帰ってこないと寂しく感じる。
・高齢者から「小学生は挨拶をしてくれる」との声を聞いている。犬と散歩させていたとき、「おばあさん、かわいい犬です
ね」と声をかけてくれた子がいて嬉しかった。「おはよう」「さようなら」以外の言葉も大切である。
・挨拶は、志水小学校のよい伝統だと思うのでこれからも継続してほしい。
・コロナ禍で、マスク着用が通常となり、お互いに相手を認識できていない面もあるのではないか。中学１年生が、声をかけて
くれて嬉しかった。これまで積み重ねてきたものが生きている。
＜家庭学習について＞
・自分で問題を解決する「わくわくメニュー」は、大人になったときに生きてくるよい取組だと思う。
・わくわくメニューのテーマを見つけるのは大変だが、親子のコミュニケーションのきっかけにもなる。「わくわく」を探すこ
とが自己肯定感を育むのにつながっている。
・これまで週末に取り組んでいた「わくわくメニュー」を平日に行うことになり、睡眠時間が減っている。

＜図書室・ＩＣＴの活用について＞
・図書室の使い方が指導されていないのではないか。図書室整備ボランティア活動をもっと有効活用してほしい。
・アンケート結果から、タブレット端末の導入は保護者も児童も有効性を感じている。
・タブレット端末の使用で、辞書の使用が減っているのではないか。タブレット端末の使用と本を使用、両方の良さを大切にしてほしい。
＜オンライン授業について＞
・コロナ禍での学級閉鎖や欠席している子どもが、学習意欲の低下にならないようにタブレット端末を有効活用してほしい。
・他市町では、担任が校内の別教室にいて授業を進め、子どものタブレット端末スキルを高める取組をしている学校がある。
＜道徳の授業について＞
・児童の評価に比べ、教師の評価が低い。指導方法の改善を進め、自己肯定感を高めさせる取組を期待している。
・唯一参観できた道徳の授業で、子どもたちの考えを知ることができてよかった。今後も積極的に道徳の授業を公開してほしい。
＜その他＞
・子どもが自分の悩みごとを、身近なＳＣに相談できる環境は大切にしてほしい。
・児童は、11～15のアンケート項目の評価が高いのに対して、教員の評価が低い。児童同士のトラブル解消や不審者対応について強化してほしい。


